
日
本
学
士
院
賞
　
受
賞
者
　
　
山や

ま

　
本も

と

　
雅ま

さ

　
之ゆ

き

専
攻
学
科
目
　
　
医
化
学

生
　
年
　
月
　
　
昭
和
二
九
年
　
九
月

略
　
　
　
歴
　
　
昭
和
五
四
年
　
三
月
　
　
東
北
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

同
　
五
八
年
　
三
月
　
　
東
北
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同
　
五
八
年
　
三
月
　
　
医
学
博
士

同
　
五
八
年
　
四
月
　
　
東
北
大
学
医
学
部
助
手

同
　
五
八
年
一
〇
月
　
　
米
国
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
博
士
研
究
員

平
成
　
三
年
　
一
月
　
　
東
北
大
学
医
学
部
講
師

同
　
　
七
年
　
四
月
　
　
筑
波
大
学
先
端
学
際
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

同
　
一
九
年
　
一
月
　
　
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同
　
二
〇
年
　
四
月
　
　
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
長
・
医
学
部
長
（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）

同
　
二
四
年
　
二
月
　
　
東
北
大
学
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
機
構
長
（
現
在
に
至
る
）

一
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医
学
博
士
山
本
雅
之
氏
の
「
生
体
の
環
境

ス
ト
レ
ス
応
答
の
分
子
機
構
の
解
明
」
に

対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　
私
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
に
は
体
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
種
々
の
ス
ト
レ
ス

が
存
在
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
酸
素
」
は
私
た
ち
に
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

獲
得
（
好
気
呼
吸
）
を
可
能
に
し
て
い
る
が
、
同
時
に
生
体
分
子
を
酸
化
障
害

（「
錆
」）
の
危
険
に
曝
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
が
健
康
な

生
活
を
営
め
る
の
は
、
私
た
ち
の
体
が
様
々
な
環
境
ス
ト
レ
ス
に
応
答
し
、
適

応
す
る
能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
山
本
雅
之
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
最
も
基
本
的
な
環
境
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
酸
素

に
着
目
し
て
研
究
を
開
始
し
た
。
最
初
に
、
酸
素
運
搬
を
通
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

代
謝
の
恒
常
性
維
持
に
貢
献
す
る
赤
血
球
に
着
目
し
、
赤
血
球
特
異
的
な
ヘ
ム

生
合
成
系
の
存
在
を
実
証
し
た
。
ま
た
、
赤
血
球
特
異
的
な
遺
伝
子
発
現
制
御

の
鍵
と
な
るG

A
T
A

転
写
因
子
群
を
発
見
し
、
さ
ら
に
、NF

-E
2

転
写
因
子
の

分
子
実
態
を
解
明
し
た
こ
と
は
、
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
山
本
氏
は
、
細
胞
が
い
か
に
酸
化
ス
ト
レ
ス
や
環
境
毒
物
を
感
知
し
、
そ
れ

ら
に
対
す
る
応
答
系
の
発
現
を
活
性
化
す
る
の
か
、
そ
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
解

明
に
お
い
て
、
大
き
な
業
績
を
築
い
た
。
特
に
、
長
い
間
謎
で
あ
っ
た
環
境
発

が
ん
物
質
（
親
電
子
性
物
質
）
と
酸
化
ス
ト
レ
ス
の
セ
ン
サ
ー
で
あ
るK

eap1

と
そ
の
指
令
に
応
答
す
る
転
写
因
子N

rf2

を
発
見
し
、K

eap1-N
rf2

制
御
系

が
生
体
防
御
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
こ
と
は
、
国
際
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
発
見
は
、
赤
血
球
特

異
的
な
転
写
制
御
に
重
要
なN

F
-E
2

転
写
因
子
と
生
体
防
御
系
制
御
の
鍵
と

な
るD

N
A

配
列
の
類
似
性
に
着
目
し
た
こ
と
が
端
緒
に
な
っ
て
お
り
、N

F
-

E
2

の
二
量
体
構
造
を
発
見
し
た
同
氏
の
そ
れ
ま
で
の
研
究
が
活
き
た
も
の
と

高
く
評
価
さ
れ
る
。

　
山
本
氏
に
よ
るK

eap1-N
rf2

制
御
系
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
は
、
基
礎

生
命
科
学
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
概
念
の
確
立
を
も
た
ら
し
た
。
平
常
時
に

は
、N

rf2

はK
eap1

に
よ
り
迅
速
に
分
解
さ
れ
て
い
る
が
、
細
胞
が
酸
化
ス
ト

レ
ス
や
親
電
子
性
毒
物
に
曝
露
さ
れ
る
とK

eap1

が
失
活
し
てN

rf2

分
解
が

停
止
す
る
。
そ
の
結
果
、N

rf2

は
細
胞
内
に
蓄
積
し
、
様
々
な
生
体
防
御
遺
伝

子
群
の
発
現
を
活
性
化
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
細
胞
は
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗

力
を
増
大
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
本
氏
は
環
境
ス
ト
レ
ス
応
答
の
実
態
が
、

N
rf2

のK
eap1

に
よ
る
恒
常
的
分
解
（
抑
制
）
か
ら
の
「
脱
抑
制
」
で
あ
る
こ

と
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
、K

eap1

の
反
応
性
シ
ス
テ
イ
ン
残
基
が
こ
れ
ら
の

環
境
ス
ト
レ
ス
を
鋭
敏
に
感
知
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ス
ト
レ
ス
セ
ン
サ
ー
の

分
子
基
盤
が
「
シ
ス
テ
イ
ン
コ
ー
ド
」（
シ
ス
テ
イ
ン
残
基
修
飾
に
よ
る
遺
伝
子

四
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発
現
制
御
）
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
同
氏
は
シ
ス
テ
イ
ン

修
飾
が
生
体
防
御
系
遺
伝
子
の
発
現
を
誘
導
す
る
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し

た
。
す
な
わ
ち
、
非
ス
ト
レ
ス
時
に
は
一
分
子
のN

rf2

が
高
親
和
性
（
蝶
番
）

と
低
親
和
性
（
閂
）
の
二
個
の
モ
チ
ー
フ
を
利
用
し
てK

eap1

ホ
モ
二
量
体
と

結
合
し
て
い
る
が
、
ス
ト
レ
ス
刺
激
に
よ
りK

eap1

の
シ
ス
テ
イ
ン
残
基
が
修

飾
さ
れ
る
と
、
本
複
合
体
構
造
に
変
化
が
お
こ
り
、
低
親
和
性
モ
チ
ー
フ
を
介

す
る
結
合
が
解
離
す
る
。
山
本
氏
は
、
こ
の
「
蝶
番
と
閂
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
よ

りN
rf2

の
安
定
化
と
生
体
防
御
系
遺
伝
子
群
の
転
写
活
性
化
が
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
を
解
明
し
た
。

　
山
本
氏
は
、
ヒ
ト
が
ん
に
お
い
て
し
ば
し
ばN

R
F
2

が
恒
常
的
に
安
定
化
し

て
お
り
、
そ
れ
が
予
後
悪
化
を
も
た
ら
す
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
の
発
見
は
、

世
界
中
で
追
試
が
な
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
報
告
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
の

N
R
F
2

の
恒
常
的
安
定
化
の
原
因
は
、KE
A
P
1

ま
た
はN

R
F
2

遺
伝
子
の
ア
ミ

ノ
酸
置
換
を
伴
う
体
細
胞
変
異
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
が
ん
細
胞
に

お
け
るN

R
F
2

遺
伝
子
の
変
異
は
、
山
本
氏
が
同
定
し
たK

eap1

と
の
結
合
部

位
で
あ
る
高
親
和
性
（
蝶
番
）
と
低
親
和
性
（
閂
）
の
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
に
限

局
し
て
お
り
、K
eap1-N

rf2

相
互
作
用
の
破
綻
が
、
が
ん
の
病
態
形
成
と
悪
性

化
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
明
解
に
示
し
て
い
る
。

　
山
本
氏
が
解
明
し
たK

eap1-N
rf2

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
体
防
御
機
構
は
、

生
命
科
学
研
究
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
同
氏
がK

eap1

の
発
見

を
発
表
し
た
一
九
九
九
年
以
降
、
世
界
中
の
研
究
者
が
競
っ
て
そ
の
セ
ン
サ
ー

機
能
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
る
。K

eap1

とN
rf2

に
関
す
る
研
究
分
野
は
、

低
酸
素
応
答
制
御
機
構
に
関
す
る
研
究
分
野
と
と
も
に
、
生
体
の
レ
ド
ッ
ク
ス

恒
常
性
維
持
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、
世
界
の
生
命
科
学
研
究
の
大
き
な

潮
流
を
形
成
し
て
い
る
。
一
方
、
山
本
氏
はK

eap1-N
rf2

制
御
系
の
機
能
障
害

が
さ
ま
ざ
ま
な
病
態
の
分
子
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
、N

rf2

活

性
制
御
が
疾
患
の
予
防
と
治
療
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
こ
の
成
果

は
、N

rf2

活
性
化
剤
の
開
発
・
臨
床
試
験
へ
と
展
開
し
て
お
り
、
有
力
な
治
療

薬
と
し
て
す
で
に
実
用
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
山
本
氏
の
研
究
は
環
境
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
生
体
応
答
メ
カ

ニ
ズ
ム
研
究
領
域
に
お
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
は

生
命
科
学
・
医
学
の
諸
分
野
か
ら
も
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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